
 

 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉県 学校支援
第３号 学校支援地域本部版

「学校支援コーディネーター
２０１５．６．２９

ュニティ・スクール

本部

にでも

テーマ：「コーディネート能力

ワークショップ形式で自己紹介

悩み等についてグループ毎に積極的

ボランティアの募集方法や学校

各班でテーマを絞り込みながら

発表し、その情報を共有しました

 

【午前の部】一般財団法人日本青年館「

【午後の部】 NPO 笑顔せたがやの事務局長

【今後の予定】 ～スキルアップに

第２期：8 月～11 月に、学校支援地域本部
（※第 2 期分の募集：

第３期：平成 28 年 1 月に、

        

この講座は、コーディネーターや

り組んでみようとする人を対象

講義を聴いたり、受講者が持

りすることで、コーディネーターとして

るものです。本号では５月から

 

※本研修講座に御興味のある

学校支援ボランティアだより
学校支援地域本部版 

コーディネーター研修講座・文部科学大臣表彰
２９ 発行：千葉県 地域による学校支援活動推進委員会

テーマ：「地域の教育力を高めるためにできること

学校と地域との共働推進に向けての放課後子供教室

ュニティ・スクール(※)の実践等も含めた

学校支援地域本部の実践をまとめたリーフレット

本部の立ち上げ期のポイントが記されている

にでも役に立つ情報を御提供いただきました

能力の育成」 

自己紹介後、各々の実践や日々感じている

積極的な意見交換が行われました。 

学校のニーズをどう引き出すかなど、

みながら具体的な解決策を考え、全体の前で

しました。 

「社会教育」編集長の「近藤信司」氏を講師

事務局長の「山崎富一」氏を講師としてお

スキルアップに！ 他地域の方との情報の交換

学校支援地域本部や放課後子供教室の実践
：7 月より開始予定です。） 
、講演及び事例発表による実践の共有化を

学校支援コーディネーター研修講座

コーディネーターや地域における学校支援活動に取り組

対象に開催しています。 

持ち寄った課題をもとに、その解決に向けた

コーディネーターとして必要な基礎的知識や技術の習得

から６月に開催された第１期の様子をお伝えします

のある方は、ぜひ、県生涯学習課までお問

ボランティアだより 

文部科学大臣表彰」     
地域による学校支援活動推進委員会 チーバくん 

めるためにできること」 

放課後子供教室やコミ

めた講義内容でした。 

をまとめたリーフレットや 

されている資料など、すぐ

いただきました。 

講師としてお迎えしました。 

お迎えしました。 

交換や共有に！～  

実践を参観します。 

を図ります。 

学校支援コーディネーター研修講座 検索 

組んでいる人、今後取

けた話し合いを進めた

習得、資質の向上等を図

えします。 

問い合わせください！ 



  

  

  

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 表彰対象 】 

「土曜日の教育活動」、「

スクール（学校運営協議会制度

特に優れ、他の模範と認められる

詳しくは、県生涯学習課に 

お問い合わせください。 

地域全体で学校や子供たちの

他の模範と認められる取組に

平成２６年度に表彰された

朝自習の支援 

和太鼓体験活動 

ドリル学習の支援 

(※)コミュニティ・スクールとは、

仕組みです。学校支援地域本部と協働することで相乗効果が期待できます。

」、「学校支援地域本部」及び「放課後子供教室

学校運営協議会制度）」での「地域による学校支援活動」

められるものです。 

地域の皆さんに

たちは、心身ともに

流山市北部中学校区学校支援地域本部（平成

特に「学習支援」「環境整備」「部活動指導

学校支援が行われています。多くのボランティアが

供たちとのふれあいを通して、地域の子育てに

域コミュニティとのつながりを認識し、積極的

地域の子供

学校支援地域本部

八木原小学校学校支援地域本部（平成 22

のボランティアが集まり、魅力的な活動が

を育てるのは学校だけではなく、「地域の

育てる」という考えにより、幅広い協力体制

えた活力あるコミュニティづくりが図られています

できる時にできる

竜角寺台小学校区地域連携協議会（平成

きる時にできる事から支援する」を合言葉にコーディネーターを

中心に連携し、着実に学校支援活動を重ねています

に、15 分間の「チャレンジタイム（ドリル

ティアによる支援、近隣の高校との異年齢交流

たちの教育活動を支援する活動のうち、その

に対し、文部科学大臣が表彰を行うものです

された３団体を御紹介いたします。 

千葉県教育庁教育振興部生涯学習課

TEL：043-223-4167 メール：kysho2@mz.pref.chiba.lg.jp

は、保護者や地域の皆さんが一定の権限と責任を持って学校運営に参画する

仕組みです。学校支援地域本部と協働することで相乗効果が期待できます。 

放課後子供教室」、「コミュニティ・

」等のうち、その内容が

さんに支えられた北部地区の子供

ともに豊かに成長しています。 

平成 19 年度～）では、

部活動指導」において、充実した

くのボランティアが、北部地区の子

てに参加する大切さや地

積極的に活動しています。 

子供は地域のみんなで育てる、 

学校支援地域本部 

22 年度～）では、多く

が行われています。子供

の子供は地域のみんなで

協力体制が築かれ、世代を超

られています。 

にできる事から 竜小応援団！ 

平成 21 年度～）は、「で

にコーディネーターを

ねています。おもな活動

ドリル学習）」時のボラン

異年齢交流などがあります。 

その内容が特に優れ、

うものです。 

千葉県教育庁教育振興部生涯学習課 学校・家庭・地域連携室 

kysho2@mz.pref.chiba.lg.jp 

保護者や地域の皆さんが一定の権限と責任を持って学校運営に参画する


